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保育実習の振り返りと自己評価（2） 
―現場で求められる保育者の資質能力向上を考える― 
 
榊原 尉津子1，小川 真由子 1，杉山 佳菜子 1 
 
要旨 
本研究は、保育実習Ⅱ（保育所）終了後に実施した実習の振り返りアンケート調査から、
実際に現場で発生した怪我や事故を挙げ、保育者としていち早く危険を察知し対処するこ
とができたのか、その時の保護者への対応はできたか、保育者としての資質に関して自己
評価と園評価とのズレが無いかを検討した。また、平成 29 年 3 月に告示された指導要領
や保育指針、教育・保育要領から養成段階で学生に何を教え、何を身に付けさせ現場へ送
り出すかを検討した。 
研究の結果、学生においては知識、保育経験の乏しさから、育児相談や教育方針が違
う保護者への対応の難しさ、他者との対話不足から起こる職員との連携・協力の難しさが
明らかとなった。また、学生は養成校時代に保育者としての専門知識・技術の習得以外に
人としての資質を磨くことも大切であることがわかった。このことは、学生一人ひとりに
対する指導・助言と丁寧な支援が求められる時代となってきていると言える。 
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１．問題および目的 
 近年、子どもや家庭を取り巻く環境の変化に伴い、子育て支援においては子ども育ち・
親育ちが課題となっている。そのため保育現場では、園児だけでなくその保護者への支援
の必要性が重要とされる時代になり、それに併せて、これから保育士、幼稚園教諭を目指
す学生は、今まで以上に保育者としての資質能力の向上が求められる時代となってきてい
る。保育教諭養成課程研究会（2016）は、「幼児期の教育では、家庭と連携して幼児一人ひ
とりの成長を支えることも重要であり、保護者との関係を構築する力や、小学校教育との
円滑な接続のために必要な力、特別支援が必要な幼児への指導を実践していくために必要
な力等の諸課題に適切に対応していく専門家としての側面からもみていく必要がある。」
としている。中教審答申（2016）では、「これまでの教員として不易とされてきた資質能力
に加え、自立的に学ぶ姿勢を持ち、時代の変化や自らのキャリアステージに応じて求めら
                                                   
1 こども教育学部こども教育学科  
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れる資質能力を生涯にわたって高めていくことのできる力や、情報を適切に収穫、選択し、
活用する能力や知識を有機的に結びつけ構造化する力などが必要である、さらに「アクテ
ィブラーニングの視点からの授業改善、道徳教育の充実、小学校における外国語教育の早
期化・教科化、ICT の活用、発達障害を含む特別な支援を必要とする児童生徒等への対応
などの新たな課題に対応できる力量を高めることが必要である。」と述べている。 
平成 30 年実施の幼稚園教育要領では、「これまで求められてきた幼児理解に加えて、保
護者理解、保護者を通した幼児理解、さらに幼児の姿を通した保護者理解が求められ、こ
れらに対応できる力が必要になってきている。これらの新たな課題に取り組み、必要な対
応ができるようになるためには、自律的に学ぶ姿勢を持ち続け、自ら資質能力の向上に向
けて努力を惜しまない新たな課題に対応できる力を付けることが重要である。」（1）とされ
ており、このことについては、同時期に改訂となる保育所保育指針や幼保連携型認定こど
も園教育・保育要領においても重要視されている。 
そこで本研究では、保育実習Ⅱ（保育所）終了後に実施した実習の振り返りアンケート
調査を中心に前稿「保育実習の振り返りと自己評価 (1)」では、実習経験からみた「こども
の保健Ⅰ・Ⅱ」「こどもの保健演習」の授業内容と教授方法の検討をおこない、後稿「保
育実習の振り返りと自己評価(3)」では、セルフ・ハンディキャッピングおよびレジリエン
スからの検討の 3 つに課題分け研究を進めた。本稿(2)では、実際に現場で発生した怪我や
事故を取り挙げ、保育者に求められる資質能力について分析する。また保育者としての資
質に関して実習自己評価と園評価とのズレが無いかを検討すると共に、平成 30 年改訂と
なる幼稚園教育要領や保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領から養成
段階で学生に何を教え、何を身に付けさせ現場へ送り出すかを検討していく。  
 
２．保育実習の振り返りからみる資質能力の検討 
2.1. 方法 
（1）調査協力者：短期大学部２年生で「保育実習Ⅱ（保育所）」を終えた 60 名（男子 11
名、女子 49 名）。調査協力者は、「保育実習Ⅰ（保育所・施設）」と「教育実習Ⅰ（幼稚園）」
の３回の実習を経験している。  
（2）調査時期：2017 年 6 月。 
（3）質問項目：「保護者との対応で、困ったと感じたことは、どんなことですか。」「実習
中に経験した園児の怪我や事故、ヒヤリハットについて、場面別に具体的に書いてくださ
い。①保育室で ②廊下、テラスで ③園庭で ④その他の場所で〔場所、内容〕」の質問
に対し、自由記述で回答を求めた。  
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2.2.結果 
（1）保護者との対応で、困ったと感じたこと  
 2 週間という短い期間ではあったが、スクールバスを多く利用する幼稚園とは違い、保
護者の送り迎えが当たり前である保育所では、園児が登園する時や降園する時には、実習
生は保護者と接する機会が多いと予想し、その関わりについて調査した。結果は表 1 のと
おりである。 
 
 「特になし」「保護者と関わってない」と回答した学生が 42 人ともっとも多く、保護者
と挨拶程度であったという回答が 3 人であった。これらを合わせると 75％の学生が、保護
者と関わることができる唯一のチャンスを活かすこと無く実習を終えていることが明らか
となった。「関わった」と回答した学生の中には、子どもの園での様子を保護者に伝える難
しさを痛感したと回答した者や保育所の施設、設備を十分把握しておらず質問に答えられ
なかったという反省の言葉を書いている学生がいた。  
 
（2）実習中に経験した園児の怪我や事故、ヒヤリハット  
実習中に経験した園児の怪我や事故、ヒヤリハットした時のことを振り返り、実際にど
のような場所や場面で発生したかを調査した。  
場所については、①保育室で ②廊下、テラスで ③園庭で ④その他の場所で（場所・
内容）の 4 つに分け、更に詳しく発生場所を特定させた。  
1）保育室でヒヤリハットした出来事 
保育室でヒヤリハットした出来事の結果は表 2－1 のとおりである。「転倒（5 人）」や
「衝突（3 人）」と回答した学生が最も多く、次に「誤飲（4 人）」や「喧嘩（4 人）」であ
った。回答の中には、「転落（3 人）」したと回答した学生がおり、保育室という一見高い
表１．保護者との対応で、困ったと感じたことは、どんなことですか。  
・特になし（32 人）              
・保護者と関わってない（10 人）        
・保護者との対応は挨拶などをかわしただけで、あまり困ったことはなかったです（2 人）  
・１歳児同士で押し合い、叩きあいをしていたとき      
・挨拶したあと、話したいことがあるのに、どう話を切り出せばよいかわからなかった  
・朝のあいさつ、帰りのあいさつなど、少し保護者とは関わりましたが、困ったことはお迎えが来
た時、担任の先生がいなかった  
・子どもの様子がどうだったか伝える難しさ       
・祖母が預けに来たのだが、保育所に行きたがらない子がおり、保護者も困っており、  
「どうしよう」と言ってきたが、私もわからず、どうしていいかわからなくなっていた    
・保護者に昨日保育園で預かった帽子がなくなったと言われた時。保育者もいなく実習生だけだっ
たので、困った  
・保護者の方が子どもの食具をしまう場所を尋ねられて困った     
・迎えに来ても子どもがなかなか帰ろうとしない時      
・持ち物の忘れや迎え時間の把握        
・物の置き場所を聞かれたとき            
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場所が無いような場所であっても普段使っている椅子や積み木が危険物になるということ
を学生は十分理解をしておく必要がある。そして、表 2－2 に示す「その他（18 人）」に記
入した内容を見ると、玩具に関係するヒヤリハットが多いことが明らかとなった。このこ
とは、言葉が未発達の年齢が低い園児によく見られることで、自分の気持ちがうまく相手
に伝えられず物の取り合いや噛みつき、叩き合いに発展するケースである。 
表２－１  ヒヤリハット保育室 
・転倒（5 人）            
  1 歳児の子が顔からこけた       
  階段から転倒しそうになった       
  自由時間の 1 歳児の子が後ろに倒れたこと     
  積み木を持ちながらこけた時       
  すべって転んだ時       
         
・転落（3 人）        
  こどもが食事中、イスから落ちてびっくりした     
  自由あそびの時に、棚によじ登って落ちそうになっていた    
  ソフト積み木の所をのぼっていて落ちてしまい、泣いていた    
         
・衝突（5 人）        
  頭をごっつんこ        
  とびわまわって遊んでいる子ども（5 歳児）が 4 歳児にぶつかった  
  友達と走っていて顔と顔をぶつけたとき      
  走っていてぶつかった       
  走り回っており、遊んでいる子とぶつかっていた     
         
・打撲（2 人）        
  泣きじゃくって起こった勢いでうしろに倒れていき、タオルかけで頭を打った  
  床に頭を打ちつける       
         
・指つめ、出血（3 人）       
  ドアで子どもが遊んでいて 2 人指をはさんだ     
  突然鼻血が出た        
  虫刺されをかいて出血していた      
         
・誤飲（4 人）        
  給食の時、フォークを口に入れて遊んでいた     
  口に入るサイズのおすしのおもちゃで遊んでいた時に、口に入れそうになった  
  小さな玩具を食べていて、誤飲が起こりそうだった     
  ブロックにつまずいてこけた子がいた      
         
・喧嘩（4 人）        
  おもちゃのとりあいになって友達の顔をひっかく     
  子ども同士で叩きあい、棚が倒れた      
  こども同士のトラブルがあり、一人が叩かれて顔にけがをしてしまった  
  物の取り合いをしてトラブルになった        
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しかし、このような場面に遭遇したことがない学生にとっては驚きしかなく、この場合
の園児や保護者への対応の仕方について実習に入る前に学んでおくべ内容であることが明
確となった。 
 
2）廊下、テラスでヒヤリハットした出来事 
廊下、テラスでヒヤリハットした出来事の結果は表 3 のとおりである。  
「なし（35 人）」と回答した学生が最も多かったが、保育室での転倒や衝突と比較する
と、曲がり角や滑りやすい廊下やテラスでのヒヤリハットを経験した学生の回答を見ると
「転倒（9 人）」、「衝突（10 人）」の記入が多かった。また「その他（8 人）」の回答からは、
保育室を一歩外に出ると廊下やテラス以外に、階段、トイレ、他の保育室の扉、玄関とい
った危険で保育者の目が届きにくい場所でのヒヤリハットを経験した学生がいることがわ
かった。しかし、回答の中には実際に天候によるヒヤリハットを経験した学生がいたため、  
施設・設備だけに注意を払うのではなく、天候や自然災害にも関心を向け、保育にあたら
なければならないということがわかった。  
表２－２  ヒヤリハット保育室 
・その他（18 人）            
  ブロックが倒れてきた（2 人）      
  イスを２つ重ねた所に立ち上がっていたとき     
  園児が園児の上にまたがったりしていた      
  おもちゃを振り回し、他の子にあたりそうだった     
  木の柱に自分で登って降りられなくなって助けを求めるのに、身を乗り出していた  
  給食の皿を落としそうになった      
  子どもが友達の服を引っ張って、机にあたりそうになった    
  子ども同士で走り回って積み木につまずいて転ける     
  室内遊び中に走り回ること       
  自分の思い通りにいかなくて上靴を飛ばしていた    
  滑り台で乳児が座っていた時       
  友達の顔に割り箸を刺しそうになった時      
  はさみを使った作業中によそをむいてしていた時     
  ブロックで遊んでいたときに、ブロックを友達になげた    
  ブロックで友達をたたいていた      
  ブロックなど玩具が入っている物を取りたくて取ろうとした時に、周りの玩具も全部  
 落ちてきたとき       
  保育室で走り回る       
  ロッカーの中に潜っていた       
         
・なし（15 人）            
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3）園庭でヒヤリハットした出来事 
園庭でヒヤリハットした出来事の結果は表 4－1、表 4－2 のとおりである。  
行動範囲が広くなる園庭では「転倒（10 人）」が多く、転倒の仕方が建物内の転倒よりも園
児の走る距離とスピードが速くなるため、ぶつかった衝撃が強く「ぶつかった」だけでなく、
「ぶつかった衝撃により転倒した」という内容を書いている学生が多く見られた。  
 次に、固定遊具でのあそびから発生した「転落、飛び降り（6 人）」のヒヤリハットが多
かった。また室内ではできないあそびである鬼ごっこやかけっこにより発生した「擦り傷、切
り傷、出血（8 人）」が多かった。「誤飲（4 人）」については、砂場でのヒヤリハットがほと
んどであった。その内容は、あそびに夢中になっている子どもが、砂を食べ物に間違えてその
まま口に入れてしまった、砂場でままごとあそびに使用する道具を本物のスプーンと間違えて
口に入れるという回答が多かった。 
表３ ヒヤリハット廊下、テラス 
・転倒  （9 人）              
  雨の降った廊下ですべって顔がはれた       
  階段から降りる際、後ろの子が誤って靴を踏んでしまい、転んでたんこぶができた  
  靴がまだちゃんとはけてないのにこけた時      
  こけて驚いた         
  こどもが走り回っていて、廊下で転んでしまった      
  転んで擦り傷ができた        
  すべってこける         
  走ってたら転んでしまった        
  水たまりですべってこけそうになった時       
  
      
  
・衝突  （10 人）         
  走っていて、ぶつかった。ぶつかりそうになった（5 人）    
  鬼ごっこをしていて他児とぶつかり合っていた時      
  こどもが前をみずに走って、カバンかけにぶつかった      
  排泄に行こうとした子がぶつかって、おでこにこぶができた     
  廊下で走り回っていて友達とぶつかりそうだった時      
  廊下を子どもが走っていて、曲がり角でぶつかりそうになった     
  
      
  
・その他  （8 人）         
  雨の日のテラス         
  階段移動のとき         
  こどもが一人で廊下に出ていった       
  ドアをあけて外へ出て行こうとした       
  ハミガキをしていて、歯ブラシを口にくわえたまま歩いていた     
  部屋に行くときに走って戻る     
  幼児が階段から降りるときに、手すりにつかまって降りる時に落ちそうになった     
  落ちそうになった時、私はとっさに子どもの手を握っていました     
  
      
  
・なし（35 人）              
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表４－１ ヒヤリハット園庭 
・転倒（10 人）              
  3 歳の子どもは鬼ごっこをしていたときこけた      
  遊ぶときに友達同士で走っていて、一人がこけてそれにつられて友達も転けた  
  いろんな遊びをしていて走って鬼ごっこしている子がぶつかって転ぶ    
  追いかけっこをして転んでしまった       
  子どもたち同士で衝突してこけた       
  鬼ごっこをしていた時、女の子がこけてしまったこと     
  つまづいて転んだ時        
  走っていてこけて怪我をした        
  平均台でバランスをくずし、こけていた       
  前に倒れてこける。嫌になって押す       
          
・転落、飛び降り（6 人）        
  うんていで手が滑って落ちた        
  高校生の子と遊んでいた子がジャングルジムから落ちた     
  ジャングルジムに登っていた子が落ちた       
  高い所から子どもが子どもを押して落ちた時      
  高いところから飛び降りる        
  鉄棒をしていて手が離れてしまい下に落ちた時      
          
・衝突（4 人）         
  園児同士が走っていてぶつかり怪我をした      
  うんていで子ども同士でぶつかってヒヤッとした      
  三輪車に乗っている子と別で遊んでいる子とぶつかった時     
  前を見ていなくて固定遊具に頭をぶつけた      
          
・擦り傷、切り傷、出血（8 人）        
  鬼ごっこをしていたら、園児がぶつかって 2 人とも擦り傷ができた    
  鬼ごっこをしていてこけてひざを擦りむいた      
  かけっこをして怪我        
  こけて擦り傷         
  転んで出血・擦り傷等        
  走っていて足をすりむく        
  走っている際、転んでしまい、膝を擦りむいていた。怪我自体は軽い    
  走ってこけて足をすりむいたり、目に砂が入ったりした     
          
・誤飲（4 人）         
  砂遊びをして、食べ物のままごとをしている時に、子どもがスプーンを使って口にまで運んだ  
砂を食べそう、食べていた      
  砂遊びをしている時、砂を食べそうになってひやりとした     
  ふと見たら口の中や口の周りに砂がついており、驚いた      
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 「その他（14 人）」については、固定遊具であそんでいるときの出来事が多かったが、
実際に怪我や事故が発生したわけではなく、大人
には予測不可能な子どもの動きにヒヤリハットさ
せられた場面の記述が目立った。  
4）その他の場所でヒヤリハットした出来事 
 その他の場所でヒヤリハットした出来事につい
ては、表５のとおりである。「散歩中（3 人）」と
多く、保育所施設以外に近隣の公園や運動場など
が挙がっていた。  
 
３．保育実習評価票と自己評価票からみる資質能力の検討 
 ここでは、実習終了後に評価される園側の「保育実習評価票」と所見、学生自身が実習
振り返りのために調査する「保育実習Ⅱ（保育所）自己評価票」と自由記述とを比較し、
園と学生との評価にズレが無いか検討していく。ここで比較検討するために使用する園側
の「保育実習評価票（統一様式）」と学生自身が実習振り返りのために調査する「保育実習
Ⅱ（保育所）自己評価票」に挙げる評価項目は、ほぼ同一のものを使用し比較検討をおこ
なった。但し、評価票の掲載については紙面の都合上、本稿には資料として添付はしない
こととした。  
 評価項目は、大きく分けて『態度』と『知識・技能』があり、知識・技能には「健康・
安全への配慮」「地域社会との連携の理解」「家庭との連携の理解」「自己課題の明確化」の  
項目が含まれる。今回の研究は資質能力を検討するためこの 4 項目に絞って園と学生の評
表４－２ ヒヤリハット園庭 
・その他（14 人）              
  アンパンマンの滑り台で１歳児が立ちながら滑り台を降りていた    
  生きているハチを手で持って、びっくりした      
  工事現場の方へ走っていった        
  小高い所から飛び降りようとしていた       
  固定遊具から身を乗り出していた       
  様々なものに興味が出てくる年齢のため、行ってはいけない場所    
  スコップなど周りの友達にあたりそうだった      
  友達と遊んでいて、気に入らないことがあった時に、ままごと用の鍋で頭をたたいた  
  ブランコから落ちそうなとき        
  ブランコで遊んでいる子どもの前に別の子どもがきて危なかった    
  ブランコに気付かず走っていったとき       
  前を向いて走っていない子とぶつかりそうになった時     
  遊具から一瞬手を放しそうになった時       
  遊具から落ちそうになった        
          
・なし（14 人）              
 
 
表５ ヒヤリハットその他の場所 
（人） 
・散歩中（3）    
・滑り台（1）     
・階段（1）     
・保育室（1）     
・保育園外の近くの広場（1）  
・公園（1）     
・運動場（1）     
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価を比較、検討していく。評価は、園側と学生側共に「A：優れている  B：適切である  
C：努力を要する」としているが、今回４回目となる実習であるため、保育現場を理解し、
志高く実習に望んだと理解していると判断し、評価を「A：優れている」だけに絞って、園
側が学生個人に付けた評価と学生自己評価を項目ごとに記入した人数で評価した表６に示
した。結果、学生の過剰評価とも言える結果であった。また、園側の評価票に記載されて
いた所見を確認すると明らかに 6 月の実習では経験していない「地域社会との連携の理解」
や「家庭との連携の理解」について 10 人以上の学生がＡ評価としている。このことは項目内
容について実習担当教員に質問や確認をすることなく自身の勝手な判断で評価し、評価項目を
理解しないまま高評価を付けていることになる。そして「自己課題の明確化」については、7 人
の学生に対して園側はＡ評価であったが、短期大学生活最後の実習であるにもかかわらず残り
の 53 人については自己課題の明確化が実習先の園長や担任に伝わらなかったという点におい
て、学生への新たな課題が見つかる結果となった。  
 
４．養成段階で必要な資質能力向上の検討 
前述した項目 2 と 3 は、保
育実習を体験した学生の想起
と実習受け入れ先の実習評価
から保育者としての資質能力
の検討をおこなったが、養成校
に向けて保育教諭養成課程研
究会（2016）は幼稚園教諭、保
育教諭には多様な専門性が求
められていることを踏まえる
と、養成段階においては、これ
からの時代の幼稚園教諭の資
質能力を明らかにしたうえで、
養成段階から現職段階への一
貫した理念に基づいてその資
質能力の向上を図り、長期的かつ総合的な視野をもって養成にあたる必要があるとした。
表６ 園側の評価と学生の自己評価からの比較 
－Ａ評価のみ記載－           （人） 
実習参加者数（60 人）  園側の評価  学生の自己評価  
健康・安全への配慮  0 29 
地域社会との連携の理解  1 14 
家庭との連携の理解  0 14 
自己課題の明確化  7 26 
 
出所：保育教諭養成課程研究会（2016） 
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特に、養成段階では基礎的な知識や理解、技能を習得することが課題であるが、これらの
習得過程を通して、「実習などいろいろ大変だが、やっぱり子どもが好き」という、子ども
に対する温かな関心や感情をもつことである。こうした幼稚園教諭・保育士、としての成
長を見通したうえで、その養成段階で何を理解し身に付けるかを考える必要があるとして
いる。また、図 1 に示す「幼稚園教諭・保育教諭としての成長過程」（2）のとおり、資質能
力の向上を目指すうえで大切とされることは採用後も積極的に研修に参加することで、幼
稚園教諭・保育教諭としてその時代のニーズにあった保育・教育を展開することができる。
このことは保育者の資質能力の向上に繋がると推測される。  
 
後藤・持田（2016）(3)は図 2 と 3 のとおり園の種別にみると、保育園では「先生と話し
をする」機会が幼稚園より多く、幼稚園では「保護者同士の交流会に参加する」などの機
会が保育園よりも多かった。幼稚園か保育園かにより、情報提供の方法や園との保護者が
関わる機会が異なることがうかがえるが、いずれにせよ保護者が園長、幼稚園教諭、保育
士に個人面談や送迎時の先生や職員との会話をとおして子育ての参考にしていることがわ
 
図２ 園からの情報の参考度  
図３ 園と関わる機会  
 
図 2・3 出所：(株)ベネッセホールディングス ベネッセ教育総合研究所 
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かった。このことからもわかるように保護者が子育てに関して園側を頼りにしていること
は明らかであり、その日園で子どもが体験した活動や他児とのあそびの様子、給食時の様
子、怪我や事故など園での一日の様子を担任から直接聞くことで、育児不安の解消や家庭
での子どもとの接し方の参考になることは確かである。学生が実習先で担当クラスの活動
報告や興味を持って取り組んだ事だけでも直接保護者に伝えられよう、また卒業後に保育
現場で適切な助言・対応ができるように指導しなければならない。保護者と良好な関係が
築けるようコミュニケーション能力を高められるような授業内容を検討していく必要があ
ると考える。  
 
５．まとめ 
このように本研究では、保育実習Ⅱ（保育所）終了後に実施した実習の振り返りアンケ
ート調査から、実際に現場で発生した怪我や事故を挙げ、保育者としていち早く危険を察
知し対処することができたのか、その時の保護者への対応はできたか、保育者としての資
質に関して自己評価と園評価とのズレが無いかを検討した。また、平成 29 年 3 月に告示
があった教育要領や保育指針の内容を確認することで、養成段階で学生に何を教え、何を
身に付けさせ現場へ送り出すかを検討することができた。その結果、学生においては知識、
保育経験の乏しさから、育児相談や教育方針が違う保護者への対応の難しさ、コミュニケ
ーション能力が養われていないことが原因で職員との連携・協力することの難しさが明ら
かとなった。また、学生は養成校時代に保育者としての専門知識・技術の習得以外に人と
しての資質を磨くことも大切であることがわかった。そして、養成段階だけでなく、保育
現場でキャリアを積みつつ、その時代のニーズに即した保育や保護者支援ができるようい
つまでも「学ぶ姿勢」を忘れないことを養成校の教員として伝えるとともに、学生一人ひ
とりに対する指導・助言と丁寧な支援を心掛けたいと考えている。  
 今後は、実習中に経験することが少ない地域社会や保護者対応の経験「地域社会との連
携の理解」「家庭との連携の理解」について養成校と保育現場が連携し、短期大学を卒業するま
でに体験できるよう実習・学内授業の工夫をしていきたい。  
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Review of Childcare Training and Self-Evaluation（2） 
－Thoughts about improving teacher qualities required on site－ 
 
Itsuko SAKAKIBARA1, Mayuko OGAWA1, Kanako SUGIYAMA1 
 
Abstract 
In this research, we investigated injuries and accidents that actually occurred in the 
field through a survey of practical training conducted after childcare training 2
（nursery school）ended. The question arose, is it possible to quickly identify and deal 
with the danger as a childcare professional?  We examined whether there was any gap 
between self-evaluation and Nursery-evaluation regarding qualifications as childcare 
workers. The question arose regarding the ability of the staff to respond to parents at 
that time. As a result of the research, it was learned that students have difficulty in 
dealing with parents who practice different childcare methods and who have different 
educational policies due to lack of knowledge and childcare experience. They also have 
difficulties communicating with childcare professionals. Students also found that it is 
important to hone their personal skills. It can be said that this has become an era where 
guidance advice and careful support for each student is required.  
 
Key Words 
Nursery practice, self-evaluation, Nursery-evaluation, Improving qualities,  
Parental support 
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